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主なラップ型ファンド残高推移 

ラップ型ファンドA ラップ型ファンドB 
ラップ型ファンドC ラップ型ファンドD 
ラップ型ファンドE ラップ型ファンドF 
ラップ型ファンドG 
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じわじわ高まる「ラップ」への注目度 

海外債券 
15％ 

国内債券 
35％ 

ラップ商品人気の背景 

出所：（上図）一般社団法人日本投資顧問業協会 （期間：2006年3月～2014年12月） 注：ラップ口座は顧客が投資顧問業務に係る報酬と売買執行手数料及
び口座管理料等の手数料を運用資産残高に応じて一括して支払う口座をいう。（下図）リッパーデータを元にGSAMにて作成（期間：2010年3月～2015
年3月）（一言メモ）金融広報中央委員会「家計の金融行動に関する世論調査」／平成25年 

 
 

みなさんは「ラップ」とよばれる運用サービスや投資信託について耳にされたことがあります
か？ラップは元々「くるむ、包む」という意味を持ちますが、金融商品における「ラップ」には
大別して3種類あります。この数年で資産運用の世界ではラップ関連商品に注目が集まり、残高
が増加傾向にあります。 

「ラップ」とは一般的に長期投資を前提とし
た、ポートフォリオ（複数資産への投資）型の
おまかせ運用を意味します。 
 
過去、REITだ、株だと様々な金融商品が注目さ
れましたが、最近は増税やインフレ率上昇によ
る「お金の価値の目減り」や「公的年金支給額
の減少」等を不安視し、預貯金や退職金といっ
たまとまったお金をプロにお任せしたいという
ニーズが高まっています。その結果としてラッ
プ商品の残高は年々増加傾向にあるようです。 

大別すると3種類となるラップ関連の金融商品 
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ラップ口座残高推移 

一言メモ 

「資産運用」というと富裕層が行うイメージがありま
したが、最近のアンケートによると50歳代以上の
60%以上の人は「老後の生活資金」のために金融資
産を保有するそうです。 
 

２０１４年末時点で 
３兆円突破！ 

ラップ口座に続き、 
直近５０００億円突破 

SMA（ラップ口座） ファンドラップ（ラップ口座） ラップ型ファンド 

金融機関 

投資一任契約 

最低投資金額：数千万円～ 

投資一任契約 

最低投資金額：３００～５００万円 

金融機関 

最低投資金額：１万円～ 

金融機関 

投信購入 

(年) 

(年) 

完全カスタマイズの 
ポートフォリオを提案 

投資信託だけでなく
株や債券も投資可能 

金融機関が用意した
専用投信のみ投資 

可能 

リスクの異なる複数の
ポートフォリオの中から
提案 

運用のプロが多様な 
投信を組み入れている 

投資信託を購入 

顧客のタイプ別（安定or
積極志向等）に複数の
コースを用意 


